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　平成30年11月25日（日）、ものづくり班の第１回目の活動
として、リース作りに挑戦しました。
　リースの土台となるツルは、生徒さん達が山から調達したものを円状
に形成して出来上がったものだそうです。リースから手作りとは、さす
が “ものづくり班”。季節にこだわらず飾れるリースを作成している方や、
クリスマスにもってこいの飾りつけをされる方など、個性あふれ
るリースが完成しました。
　なお、第２回目はデコパージュのキーフック作りに挑戦する予
定です。ハイキング班に続き、ものづくり班も活発な各課外活動
をこれからもよろしくお願いします。
　もちろん授業も
興味深く楽しい内
容となっておりま
すので、ご興味の
ある方はとくしま
上板熱中小学校事
務局まで是非お問
い合わせくださ
い。

を行いました防犯啓発活動防犯啓発活動

ゆるキャラ紹介に「かきじぃ」出演

とくしま上板熱中小学校とくしま上板熱中小学校とくしま上板熱中小学校
リース作りに挑戦！ 

とくしま上板熱中小学校事務局 （一般社団法人ジャパンブルー上板 内）
〒771－1310　上板町泉谷字原東32番地4　TEL 694－7766　FAX 694－7767　ai@necchu-kamiita.com

お問い
合わせ

お手製リース！

次回はキーフック作りに挑戦！

真剣に作っ
ています…

！

完成した素敵なリース達

ものづくり班

　会場の徳島自動車道上板ＳＡ（下り線）において、
多様なイベントが催され、町内外のたくさんの人で賑
わいました。

12/2
日
まっちんぐフェスタ

in上板SA
が開催されました。

まっちんぐフェスタ
in上板SA

が開催されました。
　上板町防犯推進
委員協議会（会長
中川　直）が、12月
２日（日）に徳島自
動車道上板ＳＡ、
14日（金）にザ・ビッ
グ上板店にて、防
犯啓発活動を行い
ました。委員と徳
島板野警察署の
方々により防犯啓
発グッズやパンフ
レットの配布を行
い、振り込め詐欺
防止等を呼びかけ
ました。

上
板
町
議
会
議
長　

吉
　
岡
　
　
　
薫
　

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
町
議
会
へ
の
深
い
ご
理

解
と
議
会
活
動
に
対
す
る
温
か
い
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、現
在
の
社
会
経
済
情
勢
は
、

国
際
化
、
情
報
化
、
少
子
・
高
齢
化

が
急
速
に
進
行
し
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
時
に
当
た
り
、
本
町
に
お
い
て

も
克
服
す
べ
き
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
お
り
、
行
政
需
要
は
そ
の
量
・
質

と
も
ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化
す
る
な

ど
、誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
も
、
記
録
的
な
豪
雨
に

よ
る
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
、
地

震
の
発
生
な
ど
自
然
災
害
が
日
本
各

地
で
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
、
早
期

の
復
旧
・
復
興
と
あ
わ
せ
て
、
日
本

全
体
が
協
力
し
て
支
援
や
災
害
対
策

事
業
を
促
進
し
て
い
く
必
要
性
を
強

く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
を
乗
り
越

え
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
時
代
を
見
据
え

た
情
報
分
析
に
力
点
を
置
き
、
町
執

行
部
と
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な

が
ら
地
方
創
生
と
人
口
減
少
の
克

服
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
や
防
災

対
策
な
ど
町
民
参
画
の
町
政
運
営
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
議
決
機
関
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
今
後
さ
ら
に

創
意
工
夫
を
重
ね
、
町
民
皆
様
方
の

ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
決
意
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
本

年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
本
年
が
皆
様
方
に

と
っ
て
、
幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
町
政
に
対
す
る

暖
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
に
対
し
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
に
お
い
て
も
町
民
の
皆
様
の

ご
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
決
意
を
新

た
に
『
町
民
の
福
祉
の
向
上
と
上
板

町
の
発
展
』
の
実
現
に
向
け
て
、
全

身
全
霊
を
も
っ
て
努
力
す
る
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
課
題
が
あ
り

前
途
多
難
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
誠
意
を
持
っ
て
課
題
解
決

に
取
り
組
み
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
町

民
の
皆
様
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
主
な
取
組
み
と
致
し
ま
し

て
は
、『
保
育
料
の
半
額
補
助
』、
上

板
町
定
住
促
進
『
住
宅
取
得
応
援
助

成
金
』、『
子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療
費

給
付
の
対
象
年
齢
の
拡
大
』『
就
学

援
助
費
の
早
期
支
給
』
等
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
と
若
者
の
定
住
を
応
援

す
る
施
策
を
重
点
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
な
課
題

で
も
あ
り
ま
す
が
人
口
減
少
時
代
へ

突
入
し
た
現
在
、
本
町
に
お
い
て
も

二
〇
〇
五
年
は
一
三
、一
二
三
人
で

あ
っ
た
人
口
が
二
〇
一
〇
年
に
は

一
二
、七
二
七
人
と
な
り
、
五
年
間

で
三
九
六
人
で
は
あ
り
ま
す
が
人
口

減
少
の
局
面
に
入
り
、
二
〇
四
〇
年

に
は
八
、九
九
四
人
に
減
少
す
る
と

予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少

と
少
子
高
齢
化
の
進
行
は
避
け
る
こ

と
の
出
来
な
い
大
き
な
問
題
で
あ
り

ま
す
。
労
働
力
の
減
少
に
よ
る
本
町

経
済
や
地
域
活
力
の
悪
影
響
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
本
町
が
活
性
化
し
発
展
し
続

け
て
行
く
た
め
に
も
人
口
減
少
対
策

並
び
に
少
子
化
対
策
は
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
中
、
地
方
行
政
を
取
り

巻
く
状
況
は
極
め
て
厳
し
く
な
り
ま

し
た
が
、
町
民
の
福
祉
の
向
上
と
上

板
町
の
発
展
の
た
め
、
町
政
運
営
の

的
確
な
舵
取
り
を
進
め
、
町
民
の
皆

様
と
力
を
合
わ
せ
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
新
し
い
試
み
と
し

て
全
職
員
を
対
象
と
し
『
一
年
一
立

案（
企
画
）』
と
い
う
新
し
い
取
り
組

み
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
の
一
番
の
目
的
は
職

員
の
意
識
改
革
で
あ
り
、
現
在
の
地

方
自
治
体
が
抱
え
る
悩
み
は
多
く
、

窓
口
で
の
住
民
対
応
か
ら
地
方
創
生

の
ま
ち
づ
く
り
等
と
年
々
幅
広
く

な
っ
て
き
て
お
り
、職
員
に
求
め
ら
れ

て
い
る
能
力
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
国
か
ら
多
く
の
権
限
が

自
治
体
に
移
譲
さ
れ
自
治
体
主
導
で

の
地
方
行
政
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
市
町
村
の
職
員

は
地
方
行
政
の
最
前
線
に
あ
っ
て
、

町
民
の
悩
み
や
願
い
の
把
握
、
そ
れ

ら
に
応
じ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
施
策

の
実
行
が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
町
民
の
抱

え
る
課
題
に
い
ち
早
く
気
づ
き
、
適

切
な
施
策
を
施
し
、
迅
速
に
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
や
施
策
を
行
う
際
に
も
忘
れ
て

な
ら
な
い
の
は
コ
ス
ト
意
識
で
あ
り

ま
す
。
今
更
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町

の
財
政
の
基
盤
は
税
金
で
賄
わ
れ
て

お
り
、
税
金
の
使
い
道
は
町
民
の
厳

し
い
視
線
が
注
が
れ
て
お
り
、
職
員

は
ど
れ
だ
け
の
投
資
に
対
し
ど
の
様

な
効
果
が
期
待
で
き
る
か
、投
資（
費

用
）
対
効
果
を
十
分
考
え
、
町
民
に

納
得
し
て
頂
け
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
や

施
策
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
取
り
組
み
の
成
果
が
出
る

の
は
早
く
て
も
、
次
年
度
以
降
に
な

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
直

ぐ
出
来
る
こ
と
は
実
行
し
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
軽
い
職
員
を
一
人
で
も
多

上
板
町
長　

松
　
田
　
卓
　
男
　

新
年
の
ご
挨
拶

く
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
年
も
「
挑
戦
す
る
心
、
実
行
す

る
勇
気
、
実
現
出
来
る
力
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
取
り
組
み
、「
小
さ
く
て
も

キ
ラ
リ
と
光
る
上
板
町
」
を
目
指
し

町
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
今
年
一
年
が
町

民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で

幸
多
き
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
様
、

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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第
五
十
九
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協

議
会
鹿
児
島
大
会
に
お
い
て
、森
　
榮
一
　
氏
が
、

平
成
三
十
年
度
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
氏
は
長
年
に
わ
た
り
体
育
指
導
員
及
び
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
尽

力
さ
れ
、
多
大
の
功
績
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　
栄
え
あ
る
受
賞
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
今
後

ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い

ま
す
。

第
五
十
九
回

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

研
究
協
議
会
鹿
児
島
大
会

平
成
三
十
年
度

文
部
科
学
大
臣
表
彰

森

　
　
　榮

　一
　氏

優
　勝
　板
東
　卓
哉

　
　
　
　北
池
　
　強
　ペ
ア

準
優
勝
　荒
井
　亮
介

　
　
　
　熊
本
　
　潔
　ペ
ア

第
三
位
　中
北
　禎
久

　
　
　
　新
居
八
重
子
　ペ
ア

　
平
成
三
十
年
度
町
内
硬
式
テ
ニ

ス
大
会
が
、
昨
年
十
一
月
二
十
五

日
（
日
）
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
は
ダ
ブ
ル
ス
形

式
に
よ
る
総
当
た
り
戦
で
行
わ
れ
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

成
績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　
十
一
月
二
十
日
に
篠
原
賴
長
さ
ん
（
上

六
條
）
が
一
〇
〇
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
県
と
町
か
ら
祝
状
と
祝
品
を
お
贈

り
し
ま
し
た
。

　
賴
長
さ
ん
は
、
大
正
七
年
十
一
月
二
十

日
に
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
十
八
歳
で
結
婚
し
、
御
夫
妻
で
木
工
業
を
営
み
、
徳
島
市
内
に

鏡
台
の
工
場
を
構
え
ら
れ
ま
し
た
。
職
人
一
〇
人
を
束
ね
る
親
方
と

し
て
働
き
な
が
ら
、
三
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
趣
味
は
将
棋
、
映
画
鑑
賞
で
あ
り
、
特
に
将
棋
を
好
み
、
現
在
も

二
男
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
際
に
他
の
利
用
者
を
相
手
に
楽
し
ま

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
現
在
も
歩
行
器
な
し
で
し
っ
か
り
歩
い
て
お
り
、
食
事
は
、
お
肉

が
好
き
で
、
ご
自
身
で
し
っ
か
り
と
食
べ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
家
族
ら
の
祝
福
の
言
葉
に
「
み
ん
な
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と

う
」
と
笑
顔
で
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
賴
長
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　　
な
お
、
町
内
の
一
〇
〇
歳
以
上
の
方
は
、
一
九
名
（
女
性
一
六
名
、

男
性
三
名
）
に
な
り
ま
し
た
。

100歳おめでとうございます！町内硬式テニス大会町内硬式テニス大会町内硬式テニス大会

篠
　
原
　
賴
　
長
　

さ
ん

　
平
成
三
十
年
十
二
月
八
日
（
土
）、
横
浜
市
み

な
と
み
ら
い
本
町
小
学
校
に
お
い
て
、
文
部
科

学
省
主
催
の
第
一
〇
回
Ｅ
Ｓ
Ｄ
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
「
持
続
可
能
な
社
会

の
担
い
手
を
育
て
る
二
十
一
世
紀
型
の
教
育
」

で
す
。

　
高
志
小
学
校
は

全
国
で
一
校
の

「
小
学
校
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

四
国
内
の
小
・
中
・

高
等
学
校
で
初
め

て
の
受
賞
校
に
な

り
ま
し
た
。
受
賞

内
容
は
、
高
志
地

域
の
一
次
産
業
・

六
次
産
業
と
連
携

し
た
、
地
産
地
消

の
推
進
、
地
域
活

性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
践
で
す
。
各

学
年
と
も
全
国
の

他
の
学
校
で
は
見

ら
れ
な
い
ユ
ニ
ー

ク
な
実
践
を
子
ど

も
主
体
に
探
究
的

な
学
び
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　
保
護
者
・
地
域

の
皆
様
の
ご
協
力

が
あ
り
受
賞
で
き

た
小
学
校
賞
で

す
。
保
護
者
・
地

域
の
皆
様
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

養鰻体験（えさやり・選別） 藍染め体験（藍こなし） 養豚体験（えさやり）

高志小学校がＥＳＤ大賞を受賞しました
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◎
平
成
三
十
年
第
一
回
臨
時

会
の
概
要

　

第
一
回
臨
時
会
が
十
一
月

二
十
七
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
提
出
議
案
の
う
ち
三

件
が
可
決
さ
れ
、
一
件
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

◎
平
成
三
十
年
第
四
回
定
例

会
の
概
要

　

第
四
回
定
例
会
は
、
十
二

月
十
一
日
か
ら
十
二
月
十
四

日
ま
で
の
四
日
間
の
日
程
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
松
田
町
長

の
挨
拶
及
び
提
出
議
案
提
案

理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
町
長
の

政
治
姿
勢
、
防
災
対
策
、
公

共
施
設
建
設
に
係
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
つ
い
て
な
ど
が
論

議
さ
れ
ま
し
た
。

（
議
員
一
二
名
か
ら
一
般
質
問
）

　

町
長
提
出
議
案
三
件
が
可

決
さ
れ
、
修
正
動
議
一
件
が

否
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
提
出
議
案
一
件
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
議
会
議
員
全
員
協
議
会

　

平
成
三
十
年
十
二
月
六
日

　

第
四
回
定
例
会
提
出
議
案

等
の
協
議
を
行
う
。

上
板
町
議
会

だ
よ
り

　

一
月
は
町
県
民
税（
四
期
）後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料（
六
期
）及
び
国
民

健
康
保
険
税（
七
期
）の
納
付
月
で
す
。

 

納
付
期
限
は
一
月
三
十
一
日
（
木

曜
日
）
で
す
。

 
納
付
期
限
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
一
月
三
十
一

日
に
引
き
落
と
し
い
た
し
ま
す
の
で

残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異

動
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
自
動
的

に
解
約
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　■
口
座
振
替
の
手
続
き

　

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
参
し
、

上
板
町
内
取
扱
金
融
機
関
窓
口
で
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

　
■
ご
利
用
い
た
だ
け
る
町
税
（
料
）

　

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・

　

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
■
取
扱
金
融
機
関

　

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、

　

板
野
郡
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
上
板
町
役
場
　
税
務
課

　
☎
六
九
四

−

六
八
〇
七

お
問
い
合
わ
せ

今
月
の
納
付
期
限

　
　
　
に
つ
い
て

口
座
振
替

　
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

　

今
年
度
の
特
定
健
康
診
査
の
受
診
期
限
は
、
平
成

三
十
一
年
一
月
三
十
一
日
で
す
。
み
な
さ
ま
受
け
忘
れ

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　

健
診
結
果
に
よ
り
、
あ
な
た
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
生
活
習
慣
病

予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
一
年
に
一
度
の
受
診
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
上
板
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
、
昭
和

十
九
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日

生
ま
れ
の
方

（
四
月
二
日
以
降
に
国
保
に
加
入
さ
れ
た
方
で
特
定
健

康
診
査
の
受
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。）

　
　
平
成
三
十
一
年
一
月
十
八
日（
金
）八
時
半
か
ら
十
時

ま
で
、農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、一
月
十
五
日（
火
）ま
で
に
福
祉
保
健

課（
☎
六
九
四

−

六
八
一
〇
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
問
診
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、
特
定
健
診

も
同
時
に
受
診
で
き
ま
す
。

※
自
己
負
担
額
は
一
、〇
〇
〇
円
で
す
。

　

対
象
者
の
方
に
は
平
成
三
十
年
七
月
に
受
診
券
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
が
、
受
診
券
を
お
持
ち
で
な
い
場
合

は
再
発
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者

集
団
健
診
の
日
程

　
上
板
町
役
場
　
税
務
課
　
☎
六
九
四

−

六
八
〇
七

お
問
い
合
わ
せ

上
板
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

平
成
三
十
年
度

特
定
健
康
診
査
の

受
診
期
限
迫
る
！

　
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
へ
の
ロ
グ
イ
ン
や
「
子
育
て
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
に
よ
る
電
子
署
名
付
き
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
シ
ー
ン
が
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
普
及
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

と
も
に
先
着
一
〇
〇
名
様
限
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

実
施
期
間
等
は
以
下
の
と
お
り
で
す
の
で
、お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

　
【
実
施
期
間
】
平
成
三
十
年
十
一
月
十
九
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
十
五
分

　
　
　
　
　
　（
た
だ
し
、土
日
祝
日・年
末
年
始
を
除
き
ま
す
）

　
【
配
布
場
所
】
上
板
町
役
場
　
住
民
人
権
課
窓
口

本
町
独
自
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

期
間
中
、【
除
菌
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
　ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
タ
イ
プ
　外
出
用
　二
十
六
枚
入
り
　一
個
】
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
！

【
対
象
者
】

　

期
間
中
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
又
は
交
付

を
受
け
ら
れ
た
方

本
町
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
内
容

徳
島
県
と
県
内
各
市
町
村
の
合
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

期
間
中
、【
特
製
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
】
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

【
対
象
者
】

①
期
間
中
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
又
は
交

付
を
受
け
ら
れ
た
方

②
既
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
提
示
が
必
要
で
す
）

県
下
一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
内
容

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

普
及
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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申告納税相談のご案内
（所得税・住民税・国保税等） 

確
定
申
告
等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

1　平成31年１月１日現在、上板
町に住所がある方で、前年中

（平成30年１月１日～平成30
年12月31日）に所得のあっ
た方

2　給与所得者で次に該当する方
　①　給与所得以外に営業、農業、

不動産、年金等の所得があっ
た方

　②　２ケ所以上から給与の支払
いを受けている方

　③　平成30年中に退職した方や
一定の所に勤務していない
方

3　上板町国民健康保険･後期高齢
者医療保険加入者

　　（前年中に所得がない場合でも
申告が必要です。）

4　住宅借入金等特別控除、医療
費控除、寄附金控除等を受け
ようとする方

1　印鑑
2　税務署より郵送された「確定申告のお知らせ」はがき（届いた

方のみ）
3　収支計算に必要な書類、帳簿、記録簿、領収書
4　給与所得者、年金受給者については源泉徴収票（原本）
5　生命保険料、地震保険料等の支払証明書、社会保険料領収書、

国民年金保険料控除証明書
6　医療費控除を受けられる方は「医療費控除の明細書」と「保険

などで補てんされる金額の明細書」
7　還付申告の場合は、本人名義の口座番号（銀行名・支店名・預

金種類・番号）
8　平成28年分以降の申告書には、マイナンバーの記載が必要です。
申告時に「番号確認」と「身元確認」を行いますので以下の書類
をお持ちください。
●　マイナンバーカードをお持ちの方は
　　マイナンバーカードの提示が必要です。
●　マイナンバーカードをお持ちでない方は

　
　【番号確認書類】と【身元確認書類】の提示が必要です。
※　控除対象配偶者、扶養親族及び事業専従者についてもマイナン
バーの記載が必要です。

　　（控除対象配偶者、扶養親族及び事業専従者の本人確認書類は
不要です。）

※　代理人が申告する場合
　　申告者本人分の必要書類に加え､ 代理人の方の身分証明書の提

示が必要です。

【番号確認書類】
マイナンバーを確認できる
書類
⃝通知カード
⃝住民票の写し又は住民票

記載事項証明書
などのうちいずれか１つ

【身元確認書類】
記載したマイナンバーの持ち主であることを
確認できる書類
⃝運転免許証　⃝公的医療保険の被保険者証
⃝パスポート　⃝身体障害者手帳
⃝在留カード
などのうちいずれか１つ

＋

月日 曜日 支部名等
2月18日 月 全地区　年金のみの方
2月19日 火 大東　原東　原西１、２、３

2月20日 水 神宮寺１､ ２　大山町　大山畑
フルーツタウン　殿宮　小柿１　小柿北

2月21日 木 中北　大南１、２、３　小柿団地
神宅団地　神宅　西金屋　学園橋

2月22日 金 川西１、２　川東１、２　滝ノ宮
青木・西分 ･ 横関 ･ 八坂各団地

2月25日 月 日吉　小路　古北村　地家　西高原
中筋　中筋第２　辻　大北村

2月26日 火 椎本全支部　神明　東光　馬道
馬道南　東光団地　君ノ木 藍生

2月27日 水 南瀬部　北瀬部　鳥屋　樫山
瀬部サンタウン

2月28日 木 井内全支部　古田南　古田北

月日 曜日 支部名等

3月　1日 金 新田全支部　新東　上六條　下六條全支部
高磯全支部

3月　4日 月 佐藤塚全支部　第十新田　第十団地

3月　5日 火 北高瀬　古町　瀬部　元原　仁界　中須賀
鍛冶屋原南団地

3月　6日 水 柚木全支部　栗ノ木全支部　天王　石橋ノ上
泓ノ上

3月　7日 木 引野全支部

3月　8日 金 鍛冶屋原全域　泉谷全域　川原田団地
山田南

3月11日 月 全地区特別な事由により上記期間中に申告で
きなかった方

3月12日 火 〃
3月13日 水 〃
3月14日 木 〃
3月15日 金 〃

申
告
納
税
相
談
に
必
要
な
も
の

平成31年２月18日（月）～３月15日（金）
までの月曜日から金曜日
午前9時～午後4時30分
上板町農村環境改善センター　農事研修室

期間

時間
場所

申 告 相 談 日 程 表

※　相談日は大変混雑しますので、
医療費の領収書や収支内訳書は
必ず計算したものをご持参くだ
さい。計算ができていなければ、
会場にてご自分で計算していた
だきます。

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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税目 申告期限・納税期限 振替納税の振替日
所得税・復興特別所得税

個人の消費税・地方消費税

贈　　　　　与　　　　　税

平成３１年４月２２日（月）

平成３１年４月２４日（水）

－

平成３１年３月１５日（金）

平成３１年４月　１日（月）

平成３１年３月１５日（金）
　納税の方は振替納税が便利ですので、是非ご利用ください。

申告と納税はお早目に申告と納税はお早目に

　平成28年分以降の申告書には、マイナンバーの記載と本人確認書類の提示又は写しの添付が
必要です。
　マイナンバーカードをお持ちの方は、マイナンバーカードだけで本人確認が可能です。
　マイナンバーカードをお持ちでない方は、次の書類が必要です。
　●番号確認書類（通知カード、個人番号が記載された住民票などの内いずれか１つ）
　●身元確認書類（運転免許証、公的医療保険の被保険者証などの内いずれか１つ）

申告手続きにはマイナンバーの記載が必要です申告手続きにはマイナンバーの記載が必要です

確定申告会場は、２月18日から開設します

※ 確定申告会場は、時期や時間帯によって大変混雑が予想されます。
税務署の駐車場は大変混雑しますので、公共交通機関をご利用ください。

確定申告会場は、２月18日から開設します
　税務署で申告書を作成する場合は、2月1８日（月）以降にお越しください。

●開設期間　平成31年２月１８日～３月15日（土・日・祝日を除く）
●開場時間　午前９時～午後５時（受付：午前８時３０分～午後４時）

申告会場には午後４時までにお越しください。
※混雑状況により、午後４時以前に入場を締め切る場合があります。

所得税等の確定申告会場について

復興特別所得税欄の記載をお忘れなく復興特別所得税欄の記載をお忘れなく
　平成25年分から平成49年分まで、復興特別所得税（原則として各年分の所得税額の2.1％）を所得
税と併せて申告・納付することとなっています。
　所得税及び復興特別所得税の確定申告書作成に当たっては、「復興特別所得税額」欄の記載漏れの
ないようご注意ください。
※還付申告の方も含め、申告される全ての方について「復興特別所得税額」欄の記載が必要です。
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お問い合わせ先のご案内
内容によって、お問い合わせ先が異なります。　間違い電話が多くなっています。電話番号をよくお確かめの上、おかけ間違いのないようにお願いします。

受付時間：月曜日～金曜日　9：00～17：00
　　　　　※祝日等及び12月29日～１月３日を除きます。　

※全国一律市内通話料金でご利用いただけます。

受付時間は、時期により延長する場合がありますので、最新の情報をe-Taxホームページでご確認ください。
上記の電話番号がご利用できない場合などは、03－5638－5171をご利用ください（通常通話料金）。

操作方法など作成コーナーに関するご質問
e-Tax・作成コーナーヘルプデスク
0 5 7 0－01－59 0 1

受付時間：月曜日～金曜日　9：30～20：00／土日祝日　9：30～17：30
　　　　　※12月29日～１月３日を除きます。　

受付時間は、変更される場合がありますので、内閣府のホームページでご確認ください。
上記の電話番号がご利用できない場合などは、050－3818－1250をご利用ください（通常通話料金）。

マイナンバーカードをご利用になる場合のICカードリーダライタの設定などに関するご質問
マイナンバー総合フリーダイヤル
0 1 2 0－95－01 7 8

税金に関するご相談
鳴門税務署　088－685－4101
自動音声によりご案内しておりますので、相談内容に応じて該当の番号を選択してください。

　医療費控除について、平成29年分の確定申告から、医療費の領収書の提出の代わりに、「医療費控
除の明細書」の添付が必要となりました。
　このため、医療費の領収書を税務署に提示又は提出する必要がなくなりました（医療費の領収書は
ご自宅で５年間保存する必要があります。また、後日、税務署から求められた時は、提示又は提出し
なければなりません。）。
　※　医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付すると、明細の記入を省略できます。
　　　（医療費通知とは、健康保険組合等が発行する「医療費のお知らせ」などです。）
（注）平成29年分から平成31年分までの確定申告については、医療費の領収書の添付又は提示によ

ることもできます。

医療費控除は、領収書が提出不要となりました医療費控除は、領収書が提出不要となりました

　平成30年１月１日から平成30年12月31日の1年間に、個人からもらった財産の価額が110万円を
超えると、申告期限までに贈与税の申告と納税が必要となります。
　なお、贈与により取得した財産について、①相続時精算課税制度、②住宅取得等資金の非課税制度の
特例等の適用を受ける場合には、申告期限までに贈与税の申告が必要となりますのでご注意ください。

贈与税の申告をお忘れなく贈与税の申告をお忘れなく

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」
で申告書を作成し、ｅ-Ｔａｘ、郵送等での提出をお願
いします。（郵送の場合は、本人確認書類の写しの添
付をお願いします。）
　作成方法は、動画　　　　　でご覧いただけます。 検索国税庁動画チャンネル

申告書は、ご自宅で作成し、郵送等で提出できます申告書は、ご自宅で作成し、郵送等で提出できます
申告書作成は、国税庁ＨＰで。
使い方は電話で相談♪
☎０５７０－０１－５９０１
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保健師からのお知らせです保健師からのお知らせです

● お問い合わせ ●　　上板町役場　福祉保健課　☎６９４−６８１０

１．「頸部超音波検査」受診者募集について
実施日 項目 対象者 内容 自己負担金

平成31年１月18日（金） 頸部超音波検査 20歳以上 頸部超音波検査 3,240円

●実 施 時 間　８時30分〜 10時（時間予約制）
●受 付 場 所　上板町農村環境改善センター　１階農事研修室
●申し込み先　上板町役場　福祉保健課・保健師まで　（☎694−6810）にて申し込みください。
　　　　　　　＊申し込まれた方には問診票を送付します。

２．「大腸がん検診・特定健康診査」について
●実　施　日　平成31年１月18日（金）
●受 付 時 間　８時30分〜 10時
●受 付 場 所　上板町農村環境改善センター
　　　　　　　１階玄関
●申 し 込 み　受診を希望する方は１月10日（木）
　　　　　　　までにお申し込みください。
●申し込み先　上板町役場　福祉保健課・保健師まで　（☎694−6810）にて申し込みください。
　　　　　　　＊今年最後の健診です。健診を受けていない方は受けましょう。

健診項目 対象者 検診内容 自己負担金

大 腸 が ん 検 診 40歳以上 便潜血検査2日法 500円

特 定 健 康 診 査
（※受診券が必要） 40歳以上 身体測定、血液検査、

尿検査、医師の診察 1,000円

３．インフルエンザを予防しましょう

◦予防接種を受けましょう。
◦流行が心配される期間は、なるべく人混みを避けましょう。
◦外出した後はこまめに手を洗いましょう。
◦咳・くしゃみ等の症状があるときは、他の人にうつさな
いためにきちんとマスクを着用して下さい。

　とっさに出そうなときは、顔をそらしてティッシュ等で
口と鼻をおおいます。

◦空気の乾燥でウイルスに感染しやすくなるので、50 ～
60％の湿度を保ちましょう。

◦十分な休養とバランスの良い栄養をとり、健康管理を
しましょう。

◦インフルエンザにかかったかなと思ったら、マスクを
着用して医療機関を受診して下さい。

◦インフルエンザが治っても、熱が下がってから２日程
度は、ウイルスが残っていますので、周りに広げない
ために出来るだけ外出は避けましょう。

　インフルエンザは、例年春先まで流行が心配されますので、感染予防に努めて下さい。

４．ノロウイルスによる食中毒を予防しましょう
　ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、1年を通して発生していますが、特に冬季
に多く、例年11月ごろから増加し、12月をピークとして、３月まで多く発生しています。

感染経路
①食品からの感染（食中毒）
◦ウイルスの蓄積した、加熱不十分な二枚貝など
◦感染した人が調理をして汚染された食品
②ヒトからの感染（感染症）
◦感染している人のふん便やおう吐物からの感染
◦家庭や施設内等で飛まつ等による感染

潜伏期間と症状
■潜伏期間（感染から発症までの期間）　　24～ 48時間
■主な症状
◦吐き気、おう吐、下痢、腹痛、微熱が１～２日続く。感染し
ても発症しない場合や軽い風邪のような症状の場合もある。

◦子どもやお年寄りなどは、おう吐物を吸い込むことによる肺
炎や窒息にも要注意。

予防方法
①食品からの感染予防
◦カキ等の二枚貝は、中心部までしっかり火を通して
（中心温度が85℃～ 90℃で90秒以上の加熱）食べる。
◦二枚貝の調理に使った食器類の洗浄消毒を徹底する。
◦手洗いを徹底する。

②人からの感染予防
◦感染者のおう吐物やふん便は正しく処理を行い、感染の広が
りを防ぐ。マスクや手袋等を着用し、処理後は手を洗う。

◦ノロウイルスには塩素消毒が有効。

冬は特に
ご注意！
冬は特に
ご注意！
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１月　保健行事予定表
Ⅰ　健康相談・健康教育
月／日 時　間 場　所 内　容 担　当

1/8 10：00〜
11：30

農村環境改
善センター 個別健康相談 保健師

2/5 10：00〜
11：30

農村環境改
善センター

個別健康相談・
健康教育

保健師・
理学療法士

Ⅱ　集団検診（40歳以上の方）
月／日 受付時間 場　所 内　容 料　金

1/18 8：30〜10：00
農村環境改
善センター

特定健康診査

大腸がん検診

特定健康診査
1,000円

大腸がん� 500円

○特定健康診査・大腸がん検診・頸部超音波検査は事前に申し込
みが必要です。電話での申し込みもできます。

○申し込み先・お問い合わせ　上板町役場　福祉保健課　☎694−6810

Ⅲ　頸部超音波検査
月／日 時　間 受付場所 内　容 該当者

1/18 8：30〜10：00
農村環境改
善センター

頸部超音波検査
（エコー検査）　
金額：3,240 円

20歳以上の住民
の方
募集人数　30名

１
月

1 ㈫ き た じ ま 田 岡 病 院 698 − 1234
2 ㈬ き た じ ま 田 岡 病 院 698 − 1234
3 ㈭ き た じ ま 田 岡 病 院 698 − 1234
4 ㈮ 上板整形外科クリニック 637 − 6600
5 ㈯ 吉 野 川 病 院 698 − 6111
6 ㈰ 井 関 ク リ ニ ッ ク 637 − 6066
7 ㈪ 川 原 眼 科 694 − 8388
8 ㈫ 浦 田 病 院 699 − 2921
9 ㈬ 芳 川 病 院 699 − 5355
10 ㈭ 井 上 医 院 699 − 8070
11 ㈮ 春 藤 内 科 胃 腸 科 699 − 3777
12 ㈯ 片 山 医 院 698 − 2625
13 ㈰ 井 上 病 院 672 − 1185
14 ㈪ 三 愛 内 科 672 − 0176
15 ㈫ 谷口耳鼻咽喉科クリニック 699 − 2787
16 ㈬ か ま だ 眼 科 678 − 8585
17 ㈭ 片 山 医 院 698 − 2625
18 ㈮ 三 木 ク リ ニ ッ ク 698 − 5157
19 ㈯ 新 居 内 科 698 − 8808
20 ㈰ 浦 田 病 院 699 − 2921
21 ㈪ 有 住 内 科 ク リ ニ ッ ク 698 − 8655

■ 担当時間 ■　平日 18：00 〜 22：00　　休日 9：00 〜 22：00

１
月
22 ㈫ 堀 口 整 形 外 科 698 − 5111
23 ㈬ 藤 本 ク リ ニ ッ ク 698 − 0303
24 ㈭ 越 智 内 科 胃 腸 科 698 − 3111
25 ㈮ 平 野 内 科 698 − 8060
26 ㈯ 田 根 内 科 胃 腸 科 698 − 0123
27 ㈰ 芳 川 病 院 699 − 5355
28 ㈪ 山 田 外 科 内 科 698 − 5500
29 ㈫ 吉 野 川 病 院 698 − 6111
30 ㈬ 高 田 整 形 外 科 病 院 698 − 8689
31 ㈭ 新 居 内 科 698 − 8808

２
月

1 ㈮ 田 根 内 科 胃 腸 科 698 − 0123
2 ㈯ い の も と 眼 科 内 科 698 − 8887
3 ㈰ 井 上 医 院 699 − 8070
4 ㈪ い の も と 眼 科 内 科 698 − 8887
5 ㈫ 北島こどもクリニック 697 − 2221
6 ㈬ つ か さ ク リ ニ ッ ク 697 − 2323
7 ㈭ 中村耳鼻咽喉科クリニック 697 − 3213
8 ㈮ 健生きたじまクリニック 698 − 9629
9 ㈯ 北島こどもクリニック 697 − 2221
10 ㈰ 春 藤 内 科 胃 腸 科 699 − 3777

担当時間以外
の深夜の救急

きたじま田岡病院　　698 − 1234　　全日対応ですが、要確認
稲次整形外科病院　　692 − 5757　　水曜日、土曜日は受診前に要確認
東徳島医療センター　　672 − 1171　　対応日は確認してください

※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。

平成31年１・２月分
〈1/31～2/10まで〉

市外局番は（０８８）です。在 宅 当 番 医在 宅 当 番 医

Ⅳ　乳幼児健康診査

月／日 受付時間 場　所 内　容 該当者

1/23 8：45〜9：00
農村環境改
善センター

股関節脱臼
検診・ブッ
クスタート

平成30年9月8日〜
平成30年11月23日生

１．股関節脱臼検診・ブックスタート
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六
十
五
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
う
け
て
い
る
か
た
や

そ
の
扶
養
者
に
、
確
定
申
告
・
住
民
税
の
申
告
の
際
に
障

害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
交
付
し
ま
す
。

　

障
害
者
控
除
の
適
用
を
う
け
ら
れ
る
の
は
、
要
介
護
認

定
者
本
人
ま
た
は
、
要
介
護
認
定
者
を
扶
養
し
て
い
る
か

た
で
す
。

1 　

認
定
及
び
交
付
対
象
者

①　

平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
、
六
十
五
歳
以

上
で
上
板
町
の
要
介
護
認
定
を
う
け
て
い
る
か
た

　
（
要
支
援
一
、二
の
か
た
は
該
当
し
ま
せ
ん
）

②　

要
介
護
認
定
審
査
時
の
「
主
治
医
意
見
書
」
ま
た
は

「
認
定
調
査
票
」
の
「
認
知
症
・
障
害
高
齢
者
の
日
常

生
活
自
立
度
」
欄
に
一
定
以
上
の
記
載
が
あ
る
こ
と

　
（
要
介
護
一
以
上
で
あ
っ
て
も
交
付
対
象
に
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
）

2 　

認
定
書
申
請
手
続
き

　

本
人
ま
た
は
親
族
が
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請

書
」
を
福
祉
保
健
課
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
（
申
請
書
は
福
祉
保
健
課
に
あ
り
ま
す
。）

3 　

申
請
手
続
に
必
要
な
物

①　

申
請
者
の
印
鑑

②　

対
象
者
の
印
鑑
（
申
請
者
と
対
象
者
が
違
う
場
合
）

③　

対
象
者
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

④　

親
族
が
申
請
す
る
場
合
は
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

4 　

申
請
の
必
要
が
な
い
場
合

①　

す
で
に
同
程
度
の
障
害
区
分
に
該
当
す
る
障
害
者
手

帳
等
を
お
持
ち
の
場
合

　
（
手
帳
で
障
害
者
控
除
を
う
け
ら
れ
ま
す
）

②　

本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
所
得
税
・
住
民
税
の
い
ず
れ

も
非
課
税
の
場
合

　
■
お
問
い
合
わ
せ

　
上
板
町
役
場
　
福
祉
保
健
課
　
☎
六
九
四

−

六
八
一
〇

「 障 害 者 控 除 対 象 者 認 定 書 」 の 交 付 に つ い て
65歳以上の介護保険要介護認定者の方へ

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

お
知
ら
せ

　

食
事
の
調
理
が
困
難
な
高
齢
者
等
に
対
し
て
、

町
が
委
託
し
た
事
業
者
が
夕
食
を
自
宅
ま
で
配
達

し
、
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

本
事
業
の
利
用
対
象
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①　

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者

②　

世
帯
の
構
成
員
全
員
が
お
お
む
ね
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
世
帯

　

※
①
、
②
に
つ
い
て
、
同
一
敷
地
内
で
親
族
等

が
居
住
し
て
い
る
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

③　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
世
帯
等
で
町
長
が
必

要
と
認
め
た
方

④　

一
人
暮
ら
し
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
世
帯
で
身

体
障
が
い
者
手
帳
を
有
し
て
い
る
方

⑤　

そ
の
他
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
で

適
当
と
認
め
ら
れ
た
方

　【
利
用
者
の
費
用
負
担
】

　

一
回　

四
〇
〇
円

【
利
用
回
数
】

　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
週
六
回
以
内

　
（
祝
祭
日
、
年
末
年
始
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

【
手
続
き
方
法
】

　

上
板
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
自
宅

を
訪
問
し
、
状
況
確
認
を
行
い
、
申
請
手
続
き
を

行
い
ま
す
。

　
■
お
問
い
合
わ
せ

　
上
板
町
役
場
　
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
六
九
四

−

六
八
一
〇

　
上
板
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
六
九
四

−

五
五
九
七

募集項目 応募資格 受付期間 試験期日 そ　の　他

幹 部 候 補 生
（男女）

一般
大卒程
度試験

22歳以上26歳未満
（20歳以上22歳未満の者は大卒
（見込含）修士課程修了者等（見
込含）は28歳未満） 31年3月1日〜5月1日

1次：31年5月11・12日
2次：31年6月11 〜 14日
3次：（航空要員のみ）

（海）31年7月8日〜12日
（空）31年7月13日

〜8月1日

試験会場
海上自衛隊
徳島教育航空基地（松茂町）他

詳細については、下記のお問合
せ先までご連絡下さい。

院卒者
試　験

修士課程修了者等（見込含）で
20歳以上28歳未満の者

歯科・薬剤
専門の大卒（見込含）20歳以上30歳未
満（薬剤は20歳以上28歳未満） 31年3月1日〜5月1日 1次：31年5月11日

2次：31年6月11日〜14日
自 衛 官 候 補 生 18歳以上33歳未満 年間を通じて行っております。 受付時にお知らせします。

医 科・ 歯 科 幹 部 医師・歯科医師の免許取得者 31年2月1日〜4月19日 31年5月10日
試験会場
東京都新宿区（防衛省内）
詳細については、下記のお問い
合せ先までご連絡下さい。

予備自衛官補

一般 18歳以上34歳未満

31年1月7日〜4月12日
31年4月20日〜4月24日
いずれか１日を指定さ
れます。

試験会場
海上自衛隊徳島教育航空基地

（松茂町）
詳細については、下記のお問合
せ先までご連絡下さい。

技能

18歳以上53歳〜 55歳未満（技術区分に
よる）で国家免許資格等を有する者
衛生、語学、整備、情報処理、通信、
電気、建設、放射線管理、法務
国家免許資格等の詳細については、下
記のお問合せ先までご連絡下さい。

試験会場
香川県善通寺市（善通寺駐屯地）
詳細については、下記のお問合
せ先までご連絡下さい。

お問い合わせ　　自衛隊鳴門地域事務所（☎ 088−685−5306）

特別職国家公務員（自衛官）受付案内
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徳島北年金事務所　☎ 088－655－0200　　上板町役場　住民人権課　☎ 694－6809お問い合わせ

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
働
い
て
い
る
世
代
み
ん
な

で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
国
民
年
金
は
二
〇
歳
以
上
六
〇
歳
未
満
の
方
は
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
加

入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
！

　『
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
十
二
月
四
日
〜
十
日
の
人
権
週
間
に

合
わ
せ
て
、
上
板
町
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
上
板
風
神
太
鼓
の
演
奏
に

始
ま
り
、
記
念
講
演
、
上
板
中
学
校
生
徒
に
よ
る
人

権
意
見
発
表
、
あ
じ
さ
い
コ
ー
ラ
ス
の
合
唱
、
松
島

小
学
校
一
年
生
児
童
に
よ
る
人
権
学
習
発
表
が
あ

り
、
日
頃
の
練
習
・
学
校
教
育
で
の
人
権
学
習
の
成

果
が
見
事
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
大
西
智
城
氏
を
お
招
き
し
、「
共

に
生
き
る
よ
ろ
こ
び
」と
題
し
て
の
講
演
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
小
学
校

１
年
生
の
人
権
学
習
発
表
で
は
、
参
加
者
に
大
き
な

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
階
ロ
ビ
ー
及
び
農
事
研
修
室
で
は
、
町

内
全
幼
稚
園
児
、
全
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に

よ
る
人
権
作
品
が
数
多
く
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
約
四
〇
〇
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
関
係
者
並
び
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
す

べ
て
の
方
々
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

20歳になったら国民年金20歳になったら国民年金
新成人のみなさんおめでとうございます

◆
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
は
二
〇
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
の
方
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
制
度
で
す
。

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の

給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

◆
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年
金

や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。障
害
年
金
は
、病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
死
亡
し
た

場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（｢

子
の

あ
る
配
偶
者｣

や
「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

★「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、
大
学
院
、
短

期
大
学
、高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
一
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に

在
学
す
る
方
で
す
。

★「
納
付
猶
予
制
度
」

学
生
で
な
い
五
〇
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　※

平
成
二
十
八
年
六
月
以
前
の
期
間
は
、
三
〇
歳
未
満
で
あ
っ
た
期
間

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

「
納
付
猶
予
制
度
」

12月9日
（日）

２０１８ 上板町人権フェスティバル開催される上板町人権フェスティバル開催される
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　地震発生時におけるブロック塀等の倒壊などによる災害を未然に防止するため、上板町内に
ある転倒・倒壊の危険性があるブロック塀等の撤去を行う方に対して、補助金の交付を実施い
たします。ぜひご活用ください。

危険ブロック塀等撤去費用補助制度危険ブロック塀等撤去費用補助制度

お問い合わせ
上板町役場　企画防災課
☎６９４－６８２４

※この制度はブロック塀等の撤去のみが対象となります。
　ブロック塀等の新設は対象外となりますので、ご了承ください。

　施工業者が上板町内業者であり、平成31年２月28日までに完了できる工事

対象工事1

　ブロック塀等の所有者または管理者
　ただし、次のいずれかに該当する場合は対象外となります。
　●ブロック塀等の所有者または管理者が、国及び地方公共団体、その他公共団体の場合
　●今回の工事について、過去に上板町の他の補助制度を受けたことがある方

補助対象者2

　①　道路等に面した危険なブロック塀として、安全対策が必要と判断されたもの
　②　危険なブロック塀等の撤去後に道路等からの高さが40cmを超えるブロック塀を新たに設置しないこと
　③　上板町内の施工業者等が撤去を行うもの

補助対象物件3

　上限を８万円として、次のいずれかの少ない額を補助します。
　●ブロック塀等の撤去に要する費用の４／５
　●撤去するブロック塀等の長さに１ｍ当たり８千円を乗じて得た額
　※補助金の額に1,000円未満の端数が出た場合は、切り捨てます。

補助金額4

　予算の範囲内で先着順に受付します。

募集件数5

　①　申し込みをお考えの方は、事前に企画防災課へご相談ください。
　②　企画防災課窓口に備え付けの申請書に必要事項を記入の上、必要書類を添えて企画防災課に提出して
ください。

　　　なお、上板町のホームページからも申請様式をダウンロードできますのでご利用ください。
　③　提出された書類を確認及び審査後に交付対象者に、後日決定通知書にてご案内をします。工事は、交
付決定通知書が届いてから契約・着手してください。

申し込み手順6
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２月13日（水）
午前9時～午後4時

引取り場所 上板町リサイクルセンター（役場西隣）

次回の大型ごみ引取り日時次回の大型ごみ引取り日時

※引取りには、大型ごみ一品につき「大型ごみシール」が一枚
　必要です。

どうしてごみステーションには出せないの？Q
Ａ 蛍光管や乾電池等には水銀が含まれてい

る場合があります。
ごみステーションに出した蛍光管が割れる
と中の水銀が漏れる可能性があります。
金属水銀が原因で起こる症状としては金属
熱、化学性肺炎（急性間質性肺炎）腐食性
気管支炎、水銀過敏症（不眠、精神異常）
等があり非常に危険です。
「蛍光管・乾電池」はごみステーションに
絶対出さないでください。

どうやって処理すればいいの？Q
Ａ 資源物回収の日に出してください。

毎月第４日曜日に資源物回収を行っています。
時間は８時～１０時半で、場所は役場正面駐車場です。
「蛍光管・乾電池」はペットボトルや段ボールと同じよ
うに資源物回収の日に出してください。

ごみ分別・リサイクルを徹底し、ごみ減量にご協力下さい。
ご連絡・お問い合わせ　　上板町役場　環境保全課　☎694－6813

蛍光管

電球型蛍光管

＋

＋
＋

乾電池

「蛍光管・乾電池」がごみステーションに
出せない理由をご存じですか？

「蛍光管・乾電池」がごみステーションに
出せない理由をご存じですか？

K
A
N
D
E
N
C
H
I

KANDENCHI

K
A
N
D
EN
C
H
I

上
板
町
の
水
道
水
に
つ
い
て

　

上
板
町
の
水
道
水
は
、
吉
野
川
流
域

の
地
下
数
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
く
み
上
げ

た
水
で
、
何
層
も
の
地
層
か
ら
な
る
天

然
の
ろ
過
装
置
に
よ
り
、カ
ル
シ
ウ
ム
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
等
の
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
多

く
含
み
、市
販
の
天
然
水
に
劣
ら
な
い
、

県
下
有
数
の
原
水
に
な
り
ま
す
。
よ
っ

て
、
他
の
市
町
村
に
見
ら
れ
る
、
急
速

ろ
過
等
の
処
理
を
お
こ
な
う
こ
と
な

く
、
ほ
と
ん
ど
天
然
水
の
状
態
で
提
供

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　　

ま
た
、地
下
水
で
あ
る
た
め
給
湯
器
、

ガ
ラ
ス
、
鏡
な
ど
に
ミ
ネ
ラ
ル
分
等
が

付
着
し
白
く
結
晶
化
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
健
康
に
害
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　　

水
質
管
理
は
、
水
道
法
に
基
づ
き
市

販
の
ミ
ネ
ラ
ル
水
類
が
、
十
八
項
目
の

検
査
で
あ
る
と
こ
ろ
、
五
十
一
項
目
も

の
厳
し
い
検
査
を
定
期
的
に
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
詳
細
な
水
質
検
査
の
実
施

結
果
は
、
毎
年
上
板
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
上
板
町
役
場
　
水
道
課

　
☎
六
九
四

−

六
八
一
七

お
問
い
合
わ
せ

水
道
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

水
道
課
か
ら
の

お
知
ら
せ
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　平成29年度は、中央広域環境センターへ30,120トンのごみが搬入されま
した。この内訳は、可燃ごみが29,699トン、小型複合ごみが290トン、大型
複合（粗大）ごみが131トンとなっており、前年度と比べて84トン減ってい
ます。（下記参照）

　当環境センターでは、環境保全のために国の環境基
準より厳しい基準を設けて運転をしています。
　そのために周辺の環境調査も行い、調査結果は、公
害防止審査委員会で審議され、周辺住民の方に公表し
ております。また、組合のホームページでも公開して
います。
　調査内容は、大気（年４回）、水質・臭気（年２回）、
土壌・騒音・振動（年１回）の各項目と、当環境セン
ターからの排出ガス（年４回）です。

　当環境センターは、ごみを再資源とエネルギーに活用することを目的に運営してい
ます。平成29年度には、溶融スラグ（2,480t）、工業塩（497ｔ）、濃縮塩水（442t）、
金属水酸化物（469t）、硫黄（50t）精製ガス（32,432千Ｎ㎥）を副産物として回収し、
リサイクルしました。
　精製ガスについては、ボイラーと発電機の燃料ガスとして利用し、発生した蒸気は、
施設内の塩製造設備等で利用しています。ガスエンジン発電機の発電量は8,354千
kwhで、昨年度は当環境センターの使用電力の約38％を賄いました。

副産物の種類 活用されるもの

建設資材
塩ビ製品・融雪剤
非鉄金属原料
施設内設備のガス
エンジン発電機の
燃料
化学薬品

【単位：トン】

7,978
161
2

8,141

6,717
69
107
6,893

3,221
40
19

3,280

2,144
20
3

2,167

吉野川市搬入者
ごみ種別 阿波市 板野町 上板町

9,639
―　
―　
9,639

29,699
290
131

30,120

許可業者 搬入量計

可 燃 ご み
小 型 複 合 ご み
大型複合（粗大）ごみ
搬入者別搬入量計

平成29年度
ごみ種類別搬入量

平成29年度
ごみ処理状況

29年度副産物搬出量
溶融スラグ
工業塩
濃縮塩水
金属水酸化物
硫黄

2,480t
497t
442t
469t
50t

屑スラグ
金属塊

156t
48t

その他処理

ガスエンジン発電機
　　8,354千Kwh
　　約38％を賄う

ガス焚きボイラー

蒸気
（熱）

電　気
13,922千Kwh

液化天然ガス
1,742t

精製
ガス

中央広域環境センター平成29年度には、
30,120tのゴミが
搬入されました

LNG

G GE

32,432千N㎥

平成29年度
ごみ処理実績量

中 央 広 域 環 境 施 設 組 合
（中央広域環境センター）からのお知らせ

※環境調査は委託業者が測定を行っています。上の写真の左側は
　水質調査、右側は臭気調査の測定を行っているところです。

平成29年度
ごみ種類別搬入量

平成29年度
ごみ処理状況

● 環境調査 ●

溶融スラグ
工 業 塩
金属水酸化物

精 製 ガ ス

濃 縮 塩 水

中 央 広 域 環 境 施 設 組 合
（中央広域環境センター）からのお知らせ
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森山小学校　４年生　吉　本　詠　人

八幡小学校　４年生　浅　井　ひなた

板野南小学校　４年生　和　泉　帆　華

高志小学校　４年生　坂　東　太　一

指名願いの受付 臨時職員の募集

　当組合では、毎年度、ごみに関する学習の一環として、吉野川市、
阿波市、板野町、上板町の組合管内の小学校４年生の皆さんか
ら「ごみに関する標語」の募集をしております。今年度は、森
山小学校、八幡小学校、板野南小学校、高志小学校にお願いし、
96名の児童の皆さんから応募があり、厳正な審査の結果、各校
から１名の優秀賞を選定させていただきました。なお、応募作
品は当組合【中央広域環境センター1階ホール】に掲示しています。

優秀賞

■受付期間：
　平成31年２月１日（金）
　　～平成31年３月29日（金）　必着
■有効期間：
　平成31年４月１日から１年間
　（平成31年度）
■提出場所：
　中央広域環境施設組合（郵送可）
■種　　類：
　建設工事、測量・建設コンサルタン
ト関係、運輸関係（一般貨物運送業
許可業者）、物品の製造・買い入れ・
売り払い、役務の提供関係
○提出先　　
　〒771－1402
　阿波市吉野町西条字藤原70番地１
　中央広域環境施設組合　業務課　
【お問い合わせ】
　中央広域環境施設組合　業務課
　TEL 088－637－7127
　FAX 088－637－7128
※申請書類等はホームページからダウ
ンロードしてください。
　URL http://www.ck-kankyou.org/

　平成31年度に中央広域環境施設組合で臨時的な業務に従事
する臨時職員を募集します。
　選考試験の結果、適正であると認める方を採用します。
■募集職種：一般事務補助
■勤 務 先：中央広域環境施設組合　中央広域環境センター
■応募資格：パソコンが使用できる方
　　　　　　改正雇用対策法に基づき年齢制限は設けていません。
■勤務時間：月曜日～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
■賃　　金：日額6,500円＋賞与 年80,000円
　　　　　　＊通勤距離が2㎞以上の場合は通勤手当を支給します。
■加入保険：社会保険、雇用保険に加入します。
■募集人員：１人
■応募方法：応募期間を厳守のうえ、下記の応募先まで必要書

類をご持参ください。郵送提出不可。
■応募書類：履歴書（市販の様式・写真必要）
■応募期間：平成31年１月15日（火）～平成31年１月25日（金）
　　　　　　執務日の午前８時30分～午後５時15分
■試験日時：平成31年２月８日（金）
　　　　　　受付　午前８時30分　試験開始　午前９時
■試験会場：中央広域環境施設組合　中央広域環境センター
■試験方法：面接および書類により選考します。
【応募先・お問い合わせ先】
　〒771－1402 
　徳島県阿波市吉野町西条字藤原70番地1
　中央広域環境施設組合　総務課
　TEL 088－637－7127　FAX 088－637－7128

平成30年度
『ごみに関する標語』募集結果

「リサイクル　みんなの力で　きょう力だ」
「大切に　資げんはみんなの　宝物」
「この地球　守りたいから　リサイクル」
「ポイすてきんし　ぼくらのちきゅうを　まもるため」

中央広域環境施設組合（中央広域環境センター）
TEL 088－637－7127　FAX 088－637－7128　URL http://www.ck-kankyou.org/

平成30年度
『ごみに関する標語』募集結果

15　●　広報かみいた　第247号



◎特定最低賃金

◎徳島県最低賃金 時間額 ７６６円
【発効日】平成30年10月１日

平成30年
12月21日

８５７円

９００円

８６２円

造作材・合板・建築用組立材料製造業

産業名 時間額 発効日

はん用機械器具、生産用機械器具、
業務用機械器具製造業

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造業

ミツバチは業を営む方だけでなく趣味で飼育する場合でも飼育届の提出が必要です。
飼育者は毎年１月中に役場産業課へ飼育届を提出してください。

※花粉交配期間のみ飼育する場合は届出不要です。
※設置する場所が他人の所有地である場合は、土地使用承諾書の提出が必要です。

お問い合わせ
上板町役場　産業課
☎ 6 9 4 － 6 8 0 6

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
場
合

日本
ミツバチ

西洋
ミツバチ
西洋
ミツバチ

日本
ミツバチ

蜂の種類 飼い方

巣箱を移動させる（転飼）

巣箱を移動させない（定飼） 飼育届

日本
ミツバチ

提出書類

飼育届
転飼許可申請書
土地使用承諾書
　　　附近の詳細な見取り図

飼育届
土地使用承諾書
　　　附近の詳細な見取り図

平成30年度の徳島県最低賃金は、時間額766円に改正され、平成30年10月1日から効力が発生します。
県内で働く、正社員、パート、アルバイトなどの呼称に関係なく、すべての労働者に適用されます。
また、下記の特定の業種には、徳島県最低賃金より高い最低賃金が設定されています。
○造作材・合板・建築用組立材料製造業　時間額857円
○はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業　時間額900円
○電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業　時間額862円
上記の３業種の最低賃金の発行日はいずれも平成30年12月21日となっております。

徳島県の最低賃金 チェックしなくちゃ。
最低賃金

チェックしなくちゃ。
最低賃金

〈お問い合わせ〉
徳島労働局労働基準部賃金室　
または最寄りの労働基準監督署へ
TEL （088）652－9165
FAX （088）622－3570

ミツバチを飼育する場合は飼育届が必要です。

https://jsite.mhlw.go.jp/tokushima-roudoukyoku/ ぜひ、ご検討ください「業務改善助成金」
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☆日　時　毎月第４土曜日（19時～21時）　開催　
　１月26日（土）　（19時～21時）
　２月23日（土）　（19時～21時）
☆場　所
　上板町子ども・若者相談支援センター『あい』
　ＩＴセンター ２階
　　上板町役場より西へ300メートル
　　上板町商工会西どなり

　毎日の子育ての中で、困ったことや気になること、
悩み事や誰かに聞いて欲しいことなどありません
か。気楽にご相談ください。「しゃべり・あい」で
語り合い、心を軽くしませんか。
　予約は要りません。会における話の内容は、秘密
厳守となっています。

１　日　時
　　平成31年２月18日（月）　
　　受付　９時30分～10時
　　開演　10時～11時30分　
２　内　容
　　演題「(仮題 ) 子どもの貧困と虐待の理解と支援」 
　　講師　桃山学院大学社会学部社会福祉学科
　　　　　准教授　金澤　ますみ　先生
３　場　所
　　上板町中央公民館　大会議室　（役場２階）

子育て相談会『しゃべり・あい』
開催について（ご案内）　

子 育 て 講 演 会
開催について（ご案内）

＊当講演会は、内閣府の「子供・若者支援地域
　ネットワーク強化推進事業」において実施し
　ています。また、ユースアドバイザー養成講
　習会も兼ねています。

子育てで悩んでいること　ありませんか？
上板町子ども・若者相談支援センター『あい』をご活用ください。

●子どもが学校へ行かない
●いじめに合っているかも
●子どもの成績が悪く進路について不安等

学校卒業
（または中退）後
の心配なこと

学校生活に
関すること

悩んでいる方やご家族の方、『あい』に話しに来ませんか。
ご相談を受け付けています。一人ひとりの状態に応じた相談・支援を行います。

相談支援センター『あい』（ＩＴセンター２階） ☎6 3 7－6 0 0 6
（土・日・祝日は休み）（相談無料）お問い合わせ 受付時間（月～金）9：00～17：00

対象者　子ども・若者（幼稚園児・小学生・中学生・中学卒業後～39歳ぐらい）対象者

●進路が決まっていない
●人間関係が苦手
●人に会うのが嫌で外出できない等

■
日
　
時

　
平
成
三
十
一
年
一
月
十
八
日
　
金
曜
日

　
十
三
時
三
十
分
〜

■
場
　
所

　
馬
道
会
館
　
☎
六
九
四

−

四
八
六
八

　
上
板
町
西
分
字
原
渕
一
八
番
地
二

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　
一
月
十
五
日
　
火
曜
日

　
午
後
五
時
ま
で

■
材
料
代
　
二
、〇
〇
〇
円

見
慣
れ
た
お
部
屋
を
、
華
や
か
な
食
卓
や
リ

ビ
ン
グ
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
変
身
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

す
て
き
な
空
間
に
、
友
人
を
招
い
て
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
な
ん
て
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

歩
こ
う
会
で
は
、
健
康
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
、
上
板
町
の
風

景
を
楽
し
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス

は
ミ
ス
テ
リ
ー
コ
ー
ス
で
参
加
し
て
か
ら
の
お
楽
し
み
で
す
。

　

上
板
町
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

１
月
10
日（
木
）

　
　
　
　

２
月
20
日（
水
）

　
　
　
　

３
月
20
日（
水
）

　
　
　
　

４
月
10
日（
水
）

　
　
　
　

５
月
10
日（
金
）

　
　
　
　

６
月
10
日（
月
）

　
　
　
　

７
月
10
日（
水
）

■
参
加
費　
一
〇
〇
円
（
保
険
料
と
し
て
）

■
申
し
込
み　

不
要

■
持
ち
物　

水
筒
、
帽
子
、
雨
具
、

　
　
　
　
　
　

健
康
保
険
証
（
コ
ピ
ー
可
）

※
小
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す

※
雨
天
決
行
（
警
報
が
出
て
い
る
場
合
は
中
止
）

主
催
　
上
板
町
歩
こ
う
会

午前９時～
２時間程度

（８時45分
役場前集合）

歩
こ
う
会

準備運動
▲

のようす　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

新春テーブル
アレンジメント教室の
参 加 者 募 集
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馬
道
会
館
で
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
生
活
に
密
接
し
た

各
種
保
険
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

疑
問
や
不
安
を
か
か
え
て
い
る
方
、

老
後
の
生
活
設
計
に
悩
ん
で
い
る
方
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

・
年
　
　
　
金

・
健
康
保
険

・
失
業
保
険

・
労
災
保
険

・
交
通
事
故

・
生
命
保
険

・
住
宅
ロ
ー
ン

■
日
時
　
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
二
日
　
火
曜
日

　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

■
場
所
　
馬
道
会
館
　
T   六
九
四

−

四
八
六
八

　
　
　
　

上
板
町
西
分
字
原
渕
一
八

−

二

　

相
談
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

く
ら
し
の
保
険
相
談

【
事
例
】

　

求
人
情
報
サ
イ
ト
で
、
ブ
ロ
グ
記
事
作
成
の
在
宅
ワ
ー
ク
に

登
録
後
、「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
料
が
五
〇
万
円
か
か
る
が
、

数
カ
月
で
元
が
取
れ
る
。
儲
か
ら
な
け
れ
ば
返
金
す
る
」
と
業

者
か
ら
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト（
※
）の
仕
事
を
紹
介
さ
れ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た
が
、
収
入
が
得
ら
れ
ず
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
料
の
返
金
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
く

な
っ
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　

※
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
と
は
、
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ

グ
に
商
品
の
広
告
記
事
を
掲
載
し
て
、
そ
の
商
品
が
売
れ

た
時
に
売
り
上
げ
の
一
部
が
収
入
に
な
る
仕
組
み
で
す
。

　【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
「
簡
単
に
稼
げ
る
と
言
っ
た
の
に
、
全
く
利
益
が
得
ら
れ
な

い
」「
解
約
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
料
の
返
金
に
応
じ
て
も
ら

え
ず
、
業
者
と
連
絡
も
取
れ
な
く
な
っ
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

業
者
か
ら
「
儲
か
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
も
、
不
確
実
な
情

報
を
信
用
せ
ず
、
不
要
な
契
約
は
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

事
業
者
に
不
適
切
な
勧
誘
行
為
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
契
約
の
取
り
消
し

を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
条
件

に
当
て
は
ま
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
消
費
生
活
に
関
す
る
ご
相
談
は

　
上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
へ

　
☎
六
九
四

−

六
八
一
六
　
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料

　
相
談
受
付
　
平
日
九
時
〜
十
六
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　（
土･

日･

祝･

年
末
年
始
を
除
く
）

上 板 町 消 費 生 活 相 談 窓 口 からのお知らせ
「
簡
単
に
稼
げ
る
」
と
謳
う

情
報
商
材
に
注
意
！

　
「
成
年
後
見
制
度
」
と
は
、
本
人
の
判
断
能
力
が
不
十
分

な
場
合
に
、
本
人
を
法
律
的
に
保
護
し
、
支
え
る
た
め
の
制

度
で
す
。

　

ま
た
、
相
続
や
遺
言
の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

　

二
月
五
日
（
火
）　
午
後
一
時
～
三
時

　
※
偶
数
月
の
第
一
火
曜
日
に
無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
場
　
所

　

上
板
町
中
央
公
民
館（
上
板
町
役
場
二
階
）　
第
一
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　
一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
徳
島
県
支
部
徳
島
県
行
政
書
士
会
内

　
　
☎ 

〇
八
八

−

六
七
九

−

四
四
四
〇

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
役
所
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情

や
要
望
な
ど
の
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

行
政
機
関
に
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
日
行
政
相
談
所

開
設
予
定
日

■
開
設
日
　
一
月
十
六
日
（
水
）

■
開
設
時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

■
開
設
場
所
　
上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

上
板
町
で
は
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
を
う
け
た
人
権

擁
護
委
員
が
、
皆
様
の
人
権
に
つ
い
て
の
相
談
を
受

け
た
り
、
法
務
局
と
連
携
し
な
が
ら
人
権
を
守
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
成
三
十
一
年
一
月
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
開
催
日
時
　
一
月
十
六
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
四
時

■
開
催
場
所
　
上
板
町
中
央
公
民
館
・
第
一
会
議
室

　
　
　
　
　
　（
役
場
二
階
）

人

権

相

談
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　平成30年11月25日（日）、ものづくり班の第１回目の活動
として、リース作りに挑戦しました。
　リースの土台となるツルは、生徒さん達が山から調達したものを円状
に形成して出来上がったものだそうです。リースから手作りとは、さす
が “ものづくり班”。季節にこだわらず飾れるリースを作成している方や、
クリスマスにもってこいの飾りつけをされる方など、個性あふれ
るリースが完成しました。
　なお、第２回目はデコパージュのキーフック作りに挑戦する予
定です。ハイキング班に続き、ものづくり班も活発な各課外活動
をこれからもよろしくお願いします。
　もちろん授業も
興味深く楽しい内
容となっておりま
すので、ご興味の
ある方はとくしま
上板熱中小学校事
務局まで是非お問
い合わせくださ
い。

を行いました防犯啓発活動防犯啓発活動

ゆるキャラ紹介に「かきじぃ」出演

とくしま上板熱中小学校とくしま上板熱中小学校とくしま上板熱中小学校
リース作りに挑戦！ 

とくしま上板熱中小学校事務局 （一般社団法人ジャパンブルー上板 内）
〒771－1310　上板町泉谷字原東32番地4　TEL 694－7766　FAX 694－7767　ai@necchu-kamiita.com

お問い
合わせ

お手製リース！

次回はキーフック作りに挑戦！

真剣に作っ
ています…

！

完成した素敵なリース達

ものづくり班

　会場の徳島自動車道上板ＳＡ（下り線）において、
多様なイベントが催され、町内外のたくさんの人で賑
わいました。

12/2
日
まっちんぐフェスタ

in上板SA
が開催されました。

まっちんぐフェスタ
in上板SA

が開催されました。
　上板町防犯推進
委員協議会（会長
中川　直）が、12月
２日（日）に徳島自
動車道上板ＳＡ、
14日（金）にザ・ビッ
グ上板店にて、防
犯啓発活動を行い
ました。委員と徳
島板野警察署の
方々により防犯啓
発グッズやパンフ
レットの配布を行
い、振り込め詐欺
防止等を呼びかけ
ました。
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

食
育
と
地
産
地
消

へ
の
取
り
組
み

平成30年11月21日（水）
小型コッペパン　牛乳
チキンビーンズ　
☆栄養まんてん！サラダ
マーガリン

平成30年12月10日（月）
☆さけのちらしずし
牛乳
ちくわのいそべあげ
ごまあえ
すまし汁
豆乳パンナコッタ

平成30年12月３日（月）
ごはん　牛乳　
☆具だくさんだしまきたまご
ブロッコリーのおかかあえ
すき焼き

　
上
板
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
、
上
板
町
学
校
食
育
推
進

委
員
会
が
実
施
し
た
「
あ
っ
た

ら
い
い
な
♪
こ
ん
な
献
立
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
入
賞
し
た
献
立
を

提
供
し
ま
し
た
。
ま
た
、
栄
養

ま
ん
て
ん
！
サ
ラ
ダ
の
ほ
う
れ

ん
草
、
す
き
焼
き
や
す
ま
し
汁

に
使
わ
れ
て
い
る
大
根
、
お
か

か
和
え
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

の
野
菜
は
上
板
町
産
の
も
の
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

※

　☆
印
が
入
賞
し
た
献
立
で
す
。

食
育
と
地
産
地
消

へ
の
取
り
組
み

「
あ
っ
た
ら
い
い
な
♪
こ
ん
な
献
立
コ
ン
テ
ス
ト
」献
立

　
平
成
三
十
年
十
一
月
三
日

（
土
）、
神
宅
小
学
校
と
松
島

小
学
校
を
会
場
に
「
避
難
所

運
営
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
上
板
町
自
主
防
災
組
織

連
絡
協
議
会
を
中
心
に
、
住

民
皆
様
が
主
体
と
な
っ
た
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も

継
続
し
た
活
動
を
行
い
、
防

災
力
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

防
災
訓
練
を

行
い
ま
し
た

段ボールベッドづくり企業ブース

地震体験

新聞紙スリッパづくり 受 付

スペース確保

　
冬
の
風
物
詩
と

い
え
ば
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
。
県

道
12
号
線
沿
い
の

文
化
セ
ン
タ
ー
北

側
の
住
宅
に
て
装

飾
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
通
行
の

際
は
ぜ
ひ
ご
ら
ん

に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。 冬

の
夜
を
彩
る

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

冬
の
夜
を
彩
る

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

１月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

■
お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

　
☎
〇
八
八

－

六
七
二

－

五
八
八
八

●
十
一
月
は
、
延
べ
三
三
一
人
に

　

一
、六
六
一
冊
ご
利
用
頂
き
ま
し
た
。

上
板
町
民
の
方
も
利
用
可
能
で
す
。

■ の日は休館日です。
開館時間　午前10時〜午後6時

板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

❶
月
カ
レ
ン
ダ
ー

11月
平成30年

お
誕
生

お
め
で
と
う

市
川
　北
斗
・
祐
美

男
の
子
　千
暁
（
ち
あ
き
）

七
　條

村
上
　弘
明
・
星
藍

男
の
子
　晴
陽
（
は
る
ひ
）

神
　宅

七
條
　義
典
・
舞

女
の
子
　未
彩
（
み
さ
）

七
　條

■
発
行
と
編
集
／
徳
島
県
板
野
郡
上
板
町
役
場
　
上
板
町
広
報
編
集
委
員
会
　
☎
088 −

694 −
6824 　

平
成
31年

１
月
１
日
発
行
　
　
　
印
刷
／（
協
）徳
島
印
刷
セ
ン
タ
ー
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